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【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
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赤羽 良一

【授業目標・教育方針】
構造化学という言葉は通常比較的小さい分子の分光学による研究分野を指す。しかし、この授業では、有機分子に焦
点を合わせ、分子の立体化学、分子の異性現象の基礎を学んだ後、さらに、有機化学におけるコンセプトとして最も
重要な「共役」について、反応例を学習しながら理解を深める。さらに、それらの基礎の上に、現在活発に研究され
ていて、材料学、化学生物学の研究分野できわめて重要な基本原理となる「超分子」の化学に注目し、その趨勢と、
これまで学んできた共有結合系分子の化学との違いを学ぶ。

【授業概要】
１）有機分子の立体化学
２）有機分子の異性現象と異性化反応
３）反応中間体の安定性と有機化学における「共役」
４）超分子化学の趨勢
５）超分子トポロジーの化学とその応用

【教科書・教材・参考書 等】
立体化学や有機化学の教科書はこの授業では座右の書であるが、より進んだ参考書、文献については、適宜授業で紹
介する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式であるが、分子量の大きい超分子を扱うので、手書きの板書では対応しきれない場合は、パワーポイントに
よるプレゼンテーションも考えています。

【メッセージ】
この授業は、基礎有機化学、有機化学 I, 有機化学 II、を履修していることを最低要件とする。高分子化学、無機化学
（特に遷移金属錯体の化学）の基礎を学んでいることが望ましいので、前期までにそのような科目を履修してくださ
い。

【リンク】
homepage of Ryoichi Akaba:http://www.chem.gunma-ct.ac.jp/org/akaba/index.html

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：小テストを行います。評価は、レポートと合わ
せて２０％とします。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【授業計画】（授業名：[ 構造化学 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 － 2 立体化学 三次元表示法、分子の対称性
3 － 4 異性現象 有機化合物の示す多様な異性現象
5 － 6 異性化反応 有機化合物の異性化反応における中間体の安定性や生

成物の生成比などの支配因子について
7 － 13 有機化学における共役 反応中間体や、広義のπ電子系化合物における共役の

概念について、反応と構造から学ぶ（特に上記５－６
と関係）

14 －
15

超分子の構造と機能、そしてそ
の応用

超分子の構造とその機能発現、分子素子、分子機械へ
の応用

含中間試験
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